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北東アジア情勢と日ロ関係 

 

アレクサンドル・ロシュコフ駐日ロシア大使 

 
２００６年１１月１３日 

 

６者協議のロシア代表から駐日大使に赴任して約３年、離任を前

にしたお別れ会見だった。今後とも日ロ関係および北朝鮮問題にか

かわるという大使が示した、ロシアの北東アジア情勢の認識には十

分注目すべきだろう。 

 
 

© 日本記者クラブ 



2 

 日本記者クラブでの会見というのは、今回

が２度目であります。前回は２００４年の秋、

ほぼ２年前でした。それは私が日本大使とし

て赴任してまだ１年目のことであったわけで

す。今回のこの記者会見は、私が日本を離れ

る、日本とお別れをするという時期とちょう

ど重なる形になったわけです。 

 したがいまして日本滞在中、大使として仕

事をしてきた中で、どんな印象を私が抱いて

きたか、どのような観察をしてきたかを、皆

さまにお話しできることをうれしく思います。 

 私は、この数年前から日ロ関係に携わるこ

とになったというわけでは決してありません。

これまでの数十年間、日ロ関係というものに

も十分に関与してまいりました。日ロ間の外

交関係、そして政治関係に、私はかなり長い

経験があります。当然ながら極東、アジア・

太平洋地域ということに関しても、すでに何

十年間の経験を持っているわけであります。 

 長年、主にモスクワを本拠地としてきたわ

けでありますけれども、２年半前に、日本に

大使として着任するに当たりまして、私はこ

んなふうに考えました。これまで私なりに日

ロ関係にかかわってきたけれども、日ロ関係

の一方の現場において新しいことを、いろい

ろと観察し、吸収し、いままでの自分自身と

違った角度からの意見をまとめるいいチャン

スではないか、と。 

 もちろん日ロ関係に限定されることなく、

地域全体の状況を自分なりに把握していくい

いチャンスだとも考えたわけです。そして、

その目的をかなり達成することができたと思

っております。日本に実際に赴任して、日本

の外交関係の方々とのおつき合いを深めるこ

とができたわけであります。日本の政治、日

本の伝統、そして日本の人々の生活ぶりとい

ったものを直接見たり、体験することができ

たわけであります。 

 その結果といたしまして、赴任前まで持っ

ていた日本に対する印象というものが、かな

りの程度変わったというのが実感であります。 

 しかし、これはモスクワで仕事をしていた

ときの私の日本に対する見方が正しくなかっ

たり、間違ったものであったということでは

ない。あるいは何か過大評価、あるいは拡大

解釈があったということでは決してない。も

ちろん、はっきりと日本の強い面というもの、

日本が何かに対して強い、強力な立場を持っ

ているという面はあるのです。しかし、外国

から見ている限り、あまりはっきりと見えて

こない、という面も当然あるわけです。そう

いった一面というのが日本に住むようになっ

て分かってきました。当然、日本に関しても

弱点というものがあるわけです。これは決し

て日本に対する批判という意味ではありませ

ん。友人としての観察であるわけですけれど

も、日本の弱点ということに関しても、日本

で暮らすようになって初めてはっきりと見え

てきたという面もあったわけであります。 

 私は、日本の多くの方々に大変感謝をして

おります。ロシアの大使である私に対して温

かい気持ちを持ってくださり、いろいろと注

意深く思いやりのある、細やかな配慮を持っ

て接してくださったことに対する感謝であり

ます。 

 私は、今後も日ロ関係というものにはかか

わっていきます。そして、極東、アジア・太

平洋地域全体の関係にも携わっていくわけで

すけれども、そういった地域全体の状況を改

善させるということにも、最大限の貢献がで

きればと思っております。 

 では、日本を離れるに当たって、いろいろ

のものが交差した気持ちであります。うまく

いったということも当然ありましたが、いろ

いろな事態もあったわけです。まだ未完成で、

あるいはあまりに歩みがゆっくりであったり、

本当はもっとよくできたのではないかと思え

ることもあった。 

 しかし、全体として見ますと、日ロ関係の

将来、未来ということに関しては楽観的な気

持ち、相当に楽観主義的な気持ちを持って帰

国しようとしています。 
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 ここ数年間の日ロ関係でありますけれども、

これは順を追って、前進しているというのが

私の結論であります。やはり、その大きな基

礎となったのが、２００３年に両国の首脳が調

印をした「日ロ行動計画」です。「日ロ行動計

画」の中には、いくつもの分野において、日

ロの関係を推し進めていくということが、両

国にとって必要であるし、両国にとって役に

立つということが書かれています。 

トヨタ、日産もロシアへ 

 私がとても満足をしていますのは、ここ数

年間、日本とロシアの経済関係が安定的に、

成功裏に進展をしているということです。 

 この過去５年間で、日本とロシアの貿易高

は２倍以上になりました。日本企業の方々と

お会いする機会が赴任当時からあったわけで

す。その時点では例えばロシアで仕事をする

という場合、一体どういう将来がロシアにあ

り、事業を展開した場合どういうことになる

のかを聞かれました。私どもといたしまして

は、ロシア政府の政策、今後の方針というこ

とを含めて、ロシア側としてもひたすら説明

をするという状況でありました。 

 当時、日本企業の皆さまはかなりの不信感

を持っていらっしゃったというのも事実だっ

たわけですけれども、その状況は非常に変わ

りました。 

 この２年間でも、日本の中でも特に有力な

企業複数が、ロシア進出という戦略的な決定

を行いました。トヨタ自動車、そして日産と

いう、日本を代表する産業界の「巨人」企業

が、そういった決定を行ったわけです。 

 このような形で日本の大企業、そして「大」

がつかなくても日本の企業の皆さまの気持ち

というものに大きな変化が起きたわけです。

その理由、その要因というものを２点あげる

としますと、まず第一にロシアにおける政治

的な安定の確立があげられると思います。政

治的な安定がない国では、どのようなビジネ

スも成功しないのが基本原則であると思いま

す。そして２番目のファクターは、ロシアが

経済的に安定し、かつ伸長したいうこと。 

 もちろん、このアジア・太平洋地域におけ

る政治的な状況の大いなる改善、そして貿易

経済関係のさらなる改善というものも背景に

ありました。 

 ではこのアジア・太平洋地域の中でも、北

東アジアの状況というものをより深く見ると、

どういうことがいえるか。この北東アジアに

おいても、それなりの変化が起きたというこ

とは明白であると思います。 

 まず、この北東アジアにおいて政治的にも、

経済的にもウエートを持つ国、あるいはそう

いったもののパワーの比重が、この２～３年

で相当に変わってきた。中華人民共和国は政

治、経済において、相当の力を持っていると

いうことを声高に主張するようになったわけ

であります。またこの地域におきましては、

エネルギーに関しても、どこがどう供給する

かということに関しても変化が起きてきてい

るわけであります。これは、エネルギー供給

の世界における状況というものと相当につな

がっている話です。 

 そしてまた、私どものこの地域では、イン

テグレーションのための新条件も相当に生ま

れてきております。いま申しあげたような、

いくつもの方向、方面でのプロセスというも

のは、相当に活発に力強く起きているわけで

ありますので、どの国も、自分の戦略を見直

さなければいけないという考えに至り、実際

に戦略というものがいろいろな国で変わりつ

つあるという状況かと思います。それぞれの

国が、いままでとは違う新しいパートナーと

いうものを模索するという段階にもなってき

ております。 

 そして、こういったことは今後も大いに進

んでいくし、進めていくべきであると私は思

っております。 

 こういったことは歴史的には、これまでも

いくつかあったわけです。すなわち、いろい

ろな意味でのリソース、資源の再配分という

のをどうするかという新しい局面に、また再
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びなってきているのだと思います。 

 特にアジアにおいて、このリソースの再配

分ということが、非常に実感を強くするとい

う状況になってきているわけです。そして、

例えばこれまでは複数の、あるいはいくつか

の国々が力に依拠する行動によって、このリ

ソースの再配分というものを試み、あるいは

行ってきたという歴史があります。しかし、

今日の世界でそれを行うということは不可能

であると思います。非現実的です。 

 今日の世界では、この地域の国々が力を合

わせて、公平な形で、正しい形で、そして経

済性ということも十分に考えたうえで、人類

のリソースを、正しい形で再配分するべきで

す。いままで正しくないものがあったとすれ

ば、今後は正しいやり方でやっていかなけれ

ばいけない。 

 こういったことに関する対話は、Ｇ８の

国々の枠内、あるいはＥＵ諸国の枠内ですで

に持たれております。アジアでも今後、制度

化された対話が構築されるべき時期に来てい

ると思います。相互の矛盾、あるいは利害が

対立するという状況を避けるためにもそれは

必要なわけです。すべての国々の利益という

ものが十分考慮されるような状況になるべき

だと思っております。 

資源再配分と善隣的関係 

 ロシアは天然資源を豊富に持っています。

そして実際に生産をしている国でありますの

で、こういった対話に参加をしていくという

準備はできています。 

 いまはリソースの再配分ということを一例

にしたわけでありますけれども、日本とロシ

アは当然、リソースの再配分ということに関

しては、協力ができるわけであります。むし

ろ協力をしていかなければいけない。実際に、

こういったリソースの再配分ということが、

日ロの２国間の関係の日程や対話の内容とい

うものにはすでに盛り込まれております。そ

れは、日ロのいい、正常な、生産的な、そし

て善隣的な関係というものにも当然つながる

わけであります。 

 またグローバライゼーション、そして新た

に生まれてきた、あるいは生まれつつある脅

威というもの。テロとの戦い、核不拡散の問

題、そして地域内の紛争的な状況、例えばコ

リア問題というものがあります。こういった

ことも日ロ協力の、すでにテーマになってい

るということがいえると思います。 

 ことしはロシアがＧ８の議長国ということ

で、サンクトペテルブルク・サミットがこの

夏開催されたわけであります。ここでは日本

の私どものパートナーの皆さまとすでにいろ

いろとあげてきました問題やテーマに加え、

エネルギー上の安全保障、教育問題、伝染病、

感染症との戦いということに対しても、パー

トナー関係の中で話し合われたことに、私は

満足しています。 

 日本は内閣がかわりまして新しい首相にな

りました。この新首相、新内閣と我が国との

関係ですけれども、よいものでありますし、

正常なものでありますし、実務的なものにな

っているのであります。そして、前の小泉内

閣とのロシアとの関係というものもよいもの

であったし、実務的なものであったわけであ

ります。 

 今週、ＡＰＥＣの首脳会談がベトナムのハ

ノイで開催されるわけです。この枠内で、プ

ーチン大統領と安倍首相の、指導者同士の初

めての直接会談が行われると期待しておりま

す。閣僚会議の席では、日ロ両国の外務大臣

同士の会合ということにもなるかと思います。

麻生外務大臣とラブロフ外務大臣はすでに何

回も会っているというのは、ご案内のとおり

だと思います。 

 さて、私は大使でありますので、皆さまに

外交上の秘密ということを少し漏らしてしま

いたいと思うんです。それはロシアの、いま

の新しい日本の内閣に対する期待といいます

か、そういうものであります。 

 前の小泉内閣の下での、特にロシアとの関

係において、双方にとって有用であり、有益
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であった、そしていわゆる実りをもたらす、

生産的であったものは、すべて引き継いでい

ただきたいと思います。そして今後、いまま

で以上に、よりアクティブに、そしてより迅

速にいろいろなことが進めばということを願

っているのであります。日ロ関係の今後とい

うことに関して、私自身、よい展望があると

思っております。 

 日ロのそれぞれ持てるポテンシャル、そし

て日ロ関係のポテンシャルというものもあり

ます。特に日ロの２国間関係に関しては、経

済、科学技術、そして文化の分野で相当な実

績をあげてくることができたわけであります。 

 さて、こういった形で皆さまとお会いする

ときに常に質問という形で出されるのが、日

ロ間の平和条約に関する交渉です。どういう

ことになるのか、どういったイメージを持っ

ているのかという質問であります。 

 ですから、質問を先取りする形で、私の方

からまずこの件に関して少し申しあげたいと

思います。 

 これは２００３年に両国の首脳が調印した

日ロの行動計画に書かれていることでありま

す。この数年間に進展はあったのであろうか。

そしてまた今後はどうであるのか。この問題

が存在するということを、日ロ双方が確認を

したという形で、日ロの行動計画にも書かれ

ているわけであります。この問題の解決には

努めなければいけないというのが、双方それ

ぞれの考えであります。そして、この問題の

解決が、日本、ロシア、双方にとって、今後

とも政治面の課題であり続けるわけです。 

 私どもとしましては、賢明な戦術をとって

いると思っております。双方が協力をすると

いうことで、関心がある分野、それが実際に

可能な点に関して、また将来性というものが

ある点に関して、日ロ協力を今後とも推し進

めていくということであります。そして、協

力ということがいまのところあまりみえてい

ないということに関しては、どんどん解決を

図っていくということであります。 

 そして、こういったアプローチをとってい

るからこそ、例えば経済の分野においては、

日ロの関係に大いに進展がみられたのであり

ます。まだ解決されていない、どうしたもの

かという点に関しましては、今後とも解決を

図っていくという態度を維持することが可能

になったのであります。 

 この問題には、歴史が絡んでいます。した

がいましてルーツはどこにあるのかといった

ことに目を向けないわけにはいかない。残念

ながら、この問題に関しては、いわゆるネガ

ティブな歴史的な記憶というものが、ポジテ

ィブな歴史的な記憶というものより重くなっ

てしまっているというのが現状です。 

トゲが目立つ日ロの関係 

 日ロのこの共通の歴史というものをみてみ

ますと、バラよりは少しトゲの方が多かった

ということがいえるのかもしれません。しか

し、この日ロの関係というものは、人類史上、

他に類のない関係であったかのだろうか。そ

うではありません。ロシアの歴史をみてみま

すと、ロシアがかつてある時点で、戦火を交

えなかった国が果たしてあるのだろうか。日

本が歴史上のある時点で、戦火を交えなかっ

た国があるのだろうか。そういう国を見つけ

出すことの方がむしろ難しいのではないか、

ということをいいたい。 

 そして、申しあげたい。こういった歴史的

な体験があるからといって、いろんな問題を

解決しない理由になるという場合、果たして

楽観的な気持ちを持って将来を見すえること

ができるのだろうか、と。私自身はこういっ

た歴史的な体験があったとしても楽観的に将

来を見ることができるし、むしろ積極的にそ

うするべきであると思っています。 

 先ほどから、私どもの両国が位置している

地域において、どういった問題、課題がある

かということをお話ししてまいりました。日

本、ロシア、それぞれの国が、どのような需

要、あるいは求める気持ちを持っているのか

ということもお話ししました。 
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 ではそういった状況があるとして、例えば

対立によって、あるいは力による対決によっ

て何か自国の利益を満足させることができる

でしょうか。それは不可能であると思います。

ということは、今後の将来像というもの、将

来の展望というものはたった一つしかないと

思います。解決しなければいけないと思って

いる問題を、未来、将来を見すえた形で解決

していくということです。 

 日ロ両国はお互いを必要としております。

パートナーとして必要としているわけであり

ます。両国ともにいろいろな意味で必要な製

品をつくっている国であります。消費市場と

してだけでなく、地域レベルの、そして世界

的レベルでの重要な問題を解決していくパー

トナー同士としてお互いを必要としているの

であります。 

領土問題は進展せず不満 

 国民の歴史的な記憶というものは、それが

肯定的なものであっても、暗い、否定的なも

のであっても、消そうとして消し去ることは

できないわけであります。しかしながら、日

本の世論も、ロシアの世論も同じであります

けれども、双方がお互いを必要としていると

いう正しい考えを持っているべきであると思

います。 

 ロシアにとって日本はどういう形で必要か。

まずロシアが製造しているさまざまな製品の

消費地として、この中にはエネルギーも含ま

れています。そしてまた、ロシアが経済面も

含めて、正常な、そして成功をおさめる国と

して発展していくために多くのものを与えて

くれる国として、日本は必要なわけです。 

 この問題は、平和条約問題と呼ばれること

もあれば、領土問題と呼ばれることもありま

すけれども、呼び方はどうでもいいと思いま

す。ただ、日本とロシア、お互いにパートナ

ーとして必要なのだという理解に基づいたう

えで、解決を図っていくべきだと思います。 

 この問題の解決というものは可能であると

私は思います。しかし、そういった結論が出

されるためには、積極的な作業を進めていか

なければいけないわけであります。そして、

この３年間をみてみますと、この問題の交渉

に関しては大きな進展がなかった。私自身は

そのことには不満足であります。 

 さて、私どもは日本の新しい政府が発信し

た言葉を高く評価をいたしております。そし

て、今後の日ロの対話、日ロの外務省同士の

作業でありますけれども、今後ともに積極的

に続けていきたいと思っています。 

 私は３年近く日本で暮してたわけでありま

す。そのことによっていろいろな問題を、日

本の世論、そして政府筋の皆さまも含めてで

ありますけれども、日本の方々がどのような

受けとめ方をするのかということを、それな

りに理解することができたと思っております。 

 したがいまして、こういった私のこれまで

の経験、そして蓄えてきた知識というものが

今後の私の仕事、おそらく日ロの両国関係と

いうものにかかわっていくと思いますので、

そういった今後の私の新しい仕事にも大いに

役立ってくれると期待しております。（拍手） 

＜ 質 疑 応 答 ＞ 

司会・熊村剛幸理事（テレビ東京常務取締役） 

どうもありがとうございました。 

 それではまず企画委員の宮田さんからの代

表質問をお願いしたいと思います。 

宮田謙一（朝日・論説副主幹） 大使の日本

におけます３年ほどの生活が大変実り多いも

のだったというお話を聞いて、うれしく思い

ました。今後の日ロ関係について楽観してい

るというご発言がありましたが、どの国のジ

ャーナリストもそうだろうと思いますが、外

交官ほどには私たちは楽観的ではないもので

すから、少し具体的な質問をさせていただき

たいと思います。 

 まず第一に、平和条約の問題です。大使ご

自身、ほとんどこの面においては進展がなか
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った、不満足であるということを発言なさい

ました。この平和条約交渉といいましょうか、

あるいは政治面での日ロ関係というものがほ

とんど進展しなかった原因はどこにあるとお

考えでしょうか。 

 領土問題については、ロシア側がいくつか

シグナルを送ったのに日本側が答えてくれな

かった、という解説も聞くことがあるんです

が、大使はどのようにお考えでいらっしゃい

ますか。 

ロシュコフ大使 私は原因としては２つあげ

られると思います。そして、双方が同じレベ

ルであるというふうに思うわけです。まずこ

のテーマに関して、双方の立場が異なります。

比較的最近、外務大臣同士の話し合いで、両

国の立場というのは全く正反対であるという

ような発言もあったと思います。そして、こ

こ数年間のこの問題に関する接触というもの

を見てみますと、妥協の模索ということに関

しては、進んでいないということであると思

います。 

解決を支持しない両国の世論 

 ２点目ですが、この問題に関する両国の世

論が相当異なっているということです。この

問題に関しての潜在的な交渉メンバー、ある

いはこの問題の潜在的なエキスパートとして

申しあげるわけですけれども、ある問題に対

するこういう状況というのは、大惨事（カタ

ストロフィー）といっても構わない状況であ

るわけです。 

 どういう状況であるかというと、まず、あ

る一つの問題に関して、そもそも両国の国の

立場というのが正反対といえるものがありま

す。そのうえ両国の世論の、その問題に対す

る見方というものを見てみますと、その問題

を解決するということを支持していないに等

しいという状況があるわけです。 

 では、解決に向かって何らかの動きを始め

るためには何が必要か。まずそれぞれの国の

世論に対しまして、この問題に関して妥協を

するということがどういった利益、利点をも

たらすのかということを説明することが必要

であります。これは先ほど私が相当長い時間

をかけて申しあげた、日本とロシアというの

がお互いにどれだけ、どう相手にとって必要

であるのかということ。そしてその相手の国

が自国にとってどれだけ必要であるかという

ことを説明するということにつながるのだと

思います。 

 こういった問題を解決していくためには何

が必要かという２点目でありますが、外交官、

そしてこういった問題の専門家に、解決を模

索する道、あるいは模索そのものの可能性を

与えるということが必要なわけであります。 

 では、現状はどうなっているのか。日本の

世論は、日本の外交当局に対して、極端とい

える立場をずっと維持していくよう働きかけ

るといいますか、ほとんどそれを押しつける

ような形になっております。ではロシアの世

論はどうか。ロシアの外交筋に対しまして、

同じようなことをやっているという状況であ

るわけです。したがって、双方の国の外交官

が、いままでとは違うような、あるいはいま

までとは変わるような形での解決というもの

を模索していくという余地そのものを与えて

いないというのが現状です。 

 このような状況において、極めて大きな意

味を持っているのは、日本のマスコミの皆さ

ま、そしてロシアのマスコミがどのような立

場を維持し、表明していくかということであ

ります。 

 はっきり申しあげるとすれば、次のような

言い方になります。もし、皆さまがこの問題

の解決を望んでいないのであれば、日本の世

論に極端といえる見解を今後も堅持しなさい

というふうにいい続けることであると思いま

す。しかし、皆さまがこの問題の何らかの解

決というものを望む、あるいは少なくとも解

決の模索が行われることを望むのであれば、

日本の世論に向けて、ロシアという国は、今

後とも、長くつき合っていかなければいけな

い国である、ということを念頭に置いたうえ
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での訴えかけをしていくべきであると思いま

す。マスコミの世界で経験豊かな皆さまに対

して、この分野でアマチュアである私が、こ

ういったことを申しあげるのは失礼なことは

十分承知のうえです。 

宮田 大使は、日ロ経済関係については順調

に発展してきたということで満足感を表して

おられました。最近、サハリン２などの、サ

ハリンの資源開発をめぐって、ロシア政府と

出資している日本企業との間でトラブルが起

きています。仄聞するに、純然たる環境問題

とはいい切れない、ロシア側の資源ナショナ

リズムが感じられるいう声が出ています。こ

うしたロシアの行政の恣意性といいましょう

か、予測不可能性といいましょうか。そうい

ったものが日本のビジネス界にあって、ロシ

アへの信頼感がいま一つ伸びないという背景

になっているのかなと思うんですけれども、

いかがでしょうか。 

ロシュコフ大使 サハリン１プロジェクトの

製品の第一弾が日本に出荷されて、日本に陸

揚げされたということを、まず皆さまにお祝

い申しあげたいと思います。 

 そしてまた、サハリン２の製造している製

品に関しましても、予定されている日に遅れ

ない形で日本に出荷、納入されるということ

を、私が信じているということを申しあげた

いと思います。少なくともスケジュールにあ

まり遅れることなく、日本に入ってくるとい

うことを信じております。 

 さて、確かにこの問題というものは存在し

ます。深刻な状況ではありますけれども、し

かし、一番、だれにとって深刻な問題である

かというと、ロシア政府にとってであると私

は思います。といいますのは、自国の法律が

遵守されなければいけないということは、何

よりもまずその国の政府、この場合はロシア

の法律ですから。ロシアの政府にとっての問

題、課題です。実際、そのサハリン２に携わ

っている企業は、法律に違反したという事実

があるわけです。日本においても、例えば、

ある国の法律に違反しているという行為を日

本の皆さまが支持する、あるいは日本の多く

の皆さまが支持するとは私は思っていません。 

 質問の中に、「資源ナショナリズム」という

言葉が出てきたわけでありますけれども、私

自身、この資源ナショナリズムというものそ

のものは悪いものであるとは思っておりませ

ん。といいますのは、ロシアにおいても、他

の国においても、そして日本においても、ど

の国においても、資源ナショナリズムという

ものは存在していると思っているからです。 

 さて、このリソースですが、ロシアにとっ

てはこの天然資源はいまの段階でとても大き

な社会にとっての富であります。国家にとっ

ての富であります。国の富であるところの天

然資源は、何よりもまず国、つまりロシアの

社会のために合理的に利用、活用されなけれ

ばいけない。これが一番の大きな原則である

わけです。 

 特にいまの段階においては、このリソース、

資源というものを販売していくということが

ロシアの国、経済にとってはとても大きな意

味を持っているのであります。将来のための

糧ともなっているのであります。だからこそ、

こういった天然資源に関しては、その利用に

関しては、国が何らかのコントロールをでき

るということなしに使われていくということ

には反発をするのであります。 

 生産者と利用者、生産者と買い手という言

い方もできるわけです。この二者の間には絶

対的な依存関係があるわけです。もちろん、

利用者としては生産をして売ってくれる人が

いなければ非常に困るわけです。天然資源の

場合はロシアが生産者ということになるわけ

ですけれども、生産者としても、もしだれも

買ってくれないのであれば生産しても仕方が

ないということになる。 

宮田 最後に、北朝鮮をめぐる情勢です。ロ

シアも６者協議の有力メンバーの一つです。

協議が近く再開されると基本合意はされてい
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ますが、いつごろ再開されるんでしょうか。

再開された６者協議にどのような展望をお持

ちでいらっしゃいますか。 

すべてを６者協議で解決するのは困難 

ロシュコフ大使 ロシアは日本と同じように、

朝鮮半島での事態の展開というものに、とて

も強い懸念を持っています。次回はいつかと

いうことですけれども、外交的ないろいろな

文書の交換ということの中では、１２月の初

めという線が出ております。実際に開催され

てどういう成果ですか、ということになりま

すけれども、いま出ている問題をすべて完全

な形で解決するということにはならないと思

います。 

 そもそもこの６者協議が始まった時点は、

北朝鮮の核開発に関して、特に核兵器の開発

ということに関して、将来それをしない、そ

れに至らないような事態にしようということ

が前提だったわけです。しかしながら、実際、

この問題の本質はということになりますと、

少なくとも私自身の見方でありますけれども、

本質はより深いところにあると思います。 

 北朝鮮は、何らかの兵器をつくろうとして

いるわけであります。これは自国の主権が脅

かされるという事態になっている、あるいは

なるという考えがこの国にあるからです。 

 そして、より単純明快な言い方をしますと、

あの国は攻撃を恐れているということになり

ます。あるいは、何らかの自分たちとは違う

意見を、力の行使で押しつけられる、あるい

は現状の体制を変えるように力を行使される

ということを恐れている。 

 ということは、北朝鮮が核兵器を放棄する、

核開発計画そのものも放棄させようとするの

であれば、いま申しあげたまさにその点を衝

いて、そこにメッセージを送っていかなけれ

ばいけない。あの国が持っている、いま申し

あげたような懸念を解かなければいけないわ

けです。どういう方法で、どういう手段でと

いうことになりますと、私にはいま分かりま

せん。 

 北朝鮮がみずから自分たちが持っている計

画を放棄するか、あるいは北朝鮮が放棄しよ

うとしないのであれば、我々が放棄させてみ

せる、というのは正しくないと思います。朝

鮮半島において、武力を用いたアクションが

どのような結果を生むかということは、皆さ

ん想像できますでしょうか。 

 そしてまた核爆弾、原子力爆弾というもの

の開発が、時間にはいろいろと幅があります

けれども、いずれそのうちに開発できるであ

ろうという、そういう境界線上の国が約２０

カ国も世界にはあるということを忘れてはい

けないわけです。 

 としますと、この問題のアプローチという

ものはより広いものになるわけであります。

すなわちそういった同等の国に対しても、同

じようなアプローチをとるのであろうか。す

なわち、みずから放棄せよ、さもなければ我々

が放棄させてみせるということになるだろう

か。 

 こういったような問題を解決するためには、

地域における、いわゆる政治的なシステムと

いうものをつくり出さなければいけないのだ

と思います。この件に関しては、北東アジア

における政治的に調整を行えるシステムとい

うことであります。いろいろな国々ではある

わけですけれども、いずれにしても核兵器開

発の潜在力を持っている国々の主権というも

のは不可侵であるということを保障するよう

な、政治的なシステムの構築が必要だと思い

ます。 

 この問題を抜本的に解決したいのだとすれ

ば、つまり何らかの紛争的な状況になるとい

うことを回避したいというのであれは、いま

いったようなことをしていかなければいけな

いということになるわけです。したがって、

これはすぐにでも最終的なところまで行ける

解決方法ではありませんし、難しい作業では

ありますけれども、いずれにしてもこういっ

た考えを持って進めていかなければいけない

と思います。具体的には、朝鮮半島において、

現代的な核兵器を持つ国があらわれるという、
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そういう脅威を排除するというプログラムが

必要なわけです。 

 と同時に、この６者協議も同時並行的に今

後も重ねていかなければいけないと思います。

といいますのは、これが現在北朝鮮が参加を

する、複数の国が参加している対話というも

のの唯一の形であるからです。そしてまた、

国連の安全保障理事会が決議した制裁という

ものも、まだだれもそれを変更させたという

ことはないからであります。 

司会 約束の時間が過ぎましたが、大使、会

場からの質問に答えていただけるでしょうか。 

ロシュコフ大使 １０分ほどなら大丈夫です。 

司会 それでは、質問される方は所属、名前

名乗ってお願いいたします。 

小野孝（テレビ朝日） 大使はかつて６者協

議の代表として辣腕を奮われてきたけですけ

れども、いままでやってこられた６者協議と

これからの６者協議の中で、一番大きな違い

というのは具体的にどんな点でしょうか。 

ロシュコフ大使 一番の違いは、私が６者協

議にかかわっていた時代の北朝鮮は、「自分た

ちは平和な国である。核兵器は持っていない

し、核開発計画も持っていない」といってい

たわけです。ですから北朝鮮に対していろい

ろな非難というものが出ているけれども、そ

ういったものは一切根拠がないというのが北

朝鮮側の主張であったわけです。 

 しかし、現在の北朝鮮をみてみますと、そ

してこの交渉に私も参加者として戻るかもし

れないのですけれども、状況は違っているわ

けであります。北朝鮮は自分たちは核兵器保

有国であると宣言し、核兵器を持って自国を

も守り抜くのだということをいっているわけ

です。ですから、状況は、ラジカルに変わっ

ているということです。 

 したがいまして、かつてのように６者協議

の開催が年に１回、半年に１回、あるいは２

年に１回といったようなスローペースで、ゆ

ったりと話し合いをしていきましょうという

わけにはいかなくなっている。よりアクティ

ブに、この６者協議というものは行動しなけ

ればいけない。問題解決の模索、そして問題

解決の模索をめぐる国際的な対話というもの

をより積極的にしていかなければいけないわ

けです。これは６者協議の参加国すべて、日

本とロシアを含むすべての国についていえる

ことであります。 

 といいますのは、現状のままの６者協議。

すなわち方向は決まっているけれども、それ

に向かってゆっくりと泳いでいるという状況

を続けていますと、１年ないし２年後には状

況はより悪くなり、紛争の危険というものも

いまより大きくなってしまう。 

佐貫利雄（個人会員） ２つあります。ひと

つは、北朝鮮が核武装をしたわけでございま

すから、日本は自衛のために直ちに５００ ～  

６００発の核爆弾をつくる能力を持っていま

すので、核武装してはどうかという意見。こ

ういう考え方に対して、大使はどういうふう

にお考えか。 

 第２は、本音で、ロシアは中国を信用して

いるのですか。 

ロシュコフ大使 ロシアと中国との関係から

答えます。現状ではよいものになっていると

思っております。ロシアが中国に対して何ら

かの不信を持っているということはいえない

状況であります。そしてロシアと中国、お互

いに対して不満を持っているということはい

えない状況であります。ロシアと中国との間

の対話は実りの多いものになっております。

私の率直な気持ちを申しあげますと、日本と

ロシアとの関係もいつの日か、そしてなるべ

く早くこういったものになりたいものである

ということです。 

 もちろん、ロシアと中国の意見あるいは国

益が１００パーセント合致するということで

は決してありません。そもそもある国とある

国とのそれぞれの国益というものが、１００パ

ーセント合致するということはあり得ない話
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です。したがいまして重要なのは、国益、関

心というものが合致しない点を、基本の部分、

つまり利益、国益が合致している部分という

ものを損なわない形で、いろいろと推移させ、

動かしていくということであると思います。 

 日本の核武装ということになりますと、日

本の一番の指導者が行っている発言というも

のを、感謝を持って私は聞いております。 

 そういう核武装をしたいと主張する方々、

あるいはそういう勢力に関してですけれども、

そういった人たちの核武装をすべきだという

発言というのは、自分たちこそが正しい、あ

るいは自分たちにはきちんとした正当な力が

あり、そして自信があるからこそというより

は、いろんな意味での弱み、弱い気持ちがあ

るからこその発言ではないかと思います。そ

してまた他国の行動というものに対して、非

常な形での脅威を持ってしまっているからの

発言であると思いますけれども、しかし、私、

日本という国は、そういった内容の劣等感を

持つ必要など全くない国であると思っており

ます。 

 もしも日本という国が、すなわち国際社会

において大変重要な役割を果たし、大変大き

なウエートを持ち、そして国際社会に多大な、

プラスの、ポジティブな貢献をしている国が、

そういった道を歩み出すとすれば、それは国

際社会の安定といったものにとても大きな打

撃になると思います。 

 そして、そういう事態になったとすれば、

それは全体の発展にとって非常に望ましくな

いことになると思います。といいますのは、

まず、軍拡競争というものの背中をどんどん

押していくという形になってしまいます。そ

して、他の国々が反応をせざるを得ないとい

う状況になってしまうからであります。日本

に地理的に近い国々、特にその中でもロシア

や中国という国は、反応せざるを得ないとい

う状況になるわけです。戦略的なパリティー

という根本原則ゆえに反応せざるを得なくな

ってしまうからです。 

 したがいまして、日本の国の指導部の皆さ

まには、責任のある態度をとっていただけれ

ばと思っております。現時点での日本の首相

の発言を聞きますと、そういった非常に責任

のある形での行動を日本政府はとってくれて

いると思っています。 

司会 予定よりかなり長くなってしまいまし

たが、事実上の大使のお別れ会をここで終了

させていただきたいと思います。大使には、

向こうに戻られても、日ロ関係の発展のため

に、引き続きご尽力くださるようお願いいた

します。 

通訳＝吉岡ゆき 
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